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第 3章　イタヤガイ稚貝の天然採苗に関する研究

　二枚貝のうち，既に養殖量が多いマガキ88)，ホタ

テガイ89)などでは，稚貝の付着基質を海中垂下し付

着した稚貝を養殖種苗として用いる天然採苗技術が

確立されており，同一地域内で繰り返し再生産を行

う完結型省エネルギー養殖が行われている。天然採

苗は人工種苗生産に比べコストが低く種苗を確保す

るための優れた手法であり，今後，二枚貝養殖に積

極的に導入を図るべき技術であるが，いまだ確立さ

れた種は少ない。新たな種において天然採苗を実用

化するためには，対象水域における母貝集団の成熟，

産卵から浮遊幼生の動態，稚貝の付着時期と量を調

査して母貝集団の効果を推定する必要がある。

　本章では，母貝集団を造成することで天然採苗の

増加を図ることを目的に，検討を行った結果につい

て述べる。

１　隠岐島浦郷湾におけるイタヤガイ母貝集団

の造成が天然採苗に及ぼす効果

　1980年代後半に急減した天然採苗量を増加させ

る手段として，隠岐島島前地域浦郷湾内で人為的に

母貝集団を造成し，母貝の成熟・産卵状況，浮遊幼

生の出現状況，稚貝の付着状況などを調査した結果

を解析し，母貝集団が島前地域の天然採苗に及ぼす

効果について検討した結果を述べる。なお本検討は，

浦郷湾における母貝集団の造成が同湾周辺の天然採

苗量の増加に有効であることを示唆する最初のもの

である。

　　

1.1　材料および方法

1.1.1　母貝の養成　

　島根県のイタヤガイ養殖では，天然採苗後10ヶ

月から１年半の間で殻長8cm以上に成長した個体か

ら順に出荷され，さらに1年持ち越すことはない
17)。よって養殖個数は多いが，抱卵数が少なく産卵

前に出荷されるものが多いことから有効な母貝集団

となってはいない90)。出荷される養殖1齢貝をさら

に次の産卵期まで飼育すると抱卵数は2,700万粒を

越え，天然に生息する同じサイズの貝の3個体から

4個体分の抱卵数となることから，有効な母貝集団

となることが示唆されていた90)。しかし，1齢貝を

次の産卵期まで養殖することは夏期に斃死が多く経

済性が悪いことから行われていなかった。本実験で

はこの1齢貝を用いて母貝集団の造成を行った。

 母貝としては，1986 年 4月から 6月にかけて天

然採苗し，1987年 6月まで垂下養成した1齢貝約

15,000個体を用いた。この母貝を飼育密度等の影

響を検討するためFig.III-1に示すように，5段丸

籠（直径50cm，高さ100cm，一段の高さ20cm，目合

い約3cm）の一段にそれぞれ2，5，7，10，15個ず

つ収容して（計39個体）,水深 5，15，25，35mの

位置に各1籠（計4籠）取り付けたものを1連とし，

浦郷湾南東部の珍崎付近に設置した延べ縄施設に計

96連垂下した。

1.1.2　水温測定　

　母貝群を垂下した延べ縄施設の水深 5mおよび

35mにデジタル水温記録計（新日本気象海洋（株）

製 METOCEAN DTR MODEL MOX-DTR1）を垂下設置し，

1987年 6月 29日より 1988年 4月 20日まで 1時間

毎に水温を測定した｡

1.1.3　１齢貝の生残率と成熟過程の観察

　Table III-1 に示すように1987年 8月から1988

年 3月まで毎月1回，延べ縄施設で垂下養成してい

る1齢貝のうち1連（4籠）を取り上げ，各水深に

おける1齢貝の生残率および成熟度を調査した｡成

熟度指数は下記の式により求めた。

成熟度指数 ＝ (生殖巣重量／軟体部重量）×100

　

1.1.4　浮遊幼生および付着稚貝の採取・計測方法

　浮遊幼生の採集は，Fig.III-1に示す St.1から

St.4 の 4定点において Table III-1 に示すように

1987 年 11 月 26 日から 1988 年 3月 15 日まで，浮

遊幼生の出現予測に応じて各月1から5回，Norpac 

net( 口径 45cm, 側長 180cm, 目合い 95µm)を用いて

海底直上2mから表面までの垂直曳きを行い採集し

た｡得られた浮遊幼生は，直ちに10％中性ホルマリ

ン海水で固定し，採集後1ヶ月以内に判別した｡な

お，計測は明らかにイタヤガイ幼生と判別できる殻

頂期および変態期の幼生を対象とした。

　付着稚貝の採集は，市販のタマネギ袋（38×

86cm,　目合い 2mm）に定置網の古網を袋がふくら

む程度に収容して採苗袋とし，1本のロープに5m
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間隔で計9袋取り付けて1連の採苗器とした。こ

の採苗器を1齢貝が垂下されている延べ縄施設に

1987年 11月より 1988年 2月まで毎月1連設置し，

設置後1ヶ月で引き上げ付着稚貝数を計測する方法

と11月から 2月まで各月毎に遅延的に1本ずつ設

置し，すべてを6月に引き上げ付着した総稚貝数を

計測する二つの方法で付着稚貝数を計測した。

1.2　結果

1.2.1　水温の変動　

　Fig.III-2に 5mおよび35mにおける水温の変化を

示した。測定期間中において6月下旬から9月下旬

までは成層期であった。水深5mの水温は，7月下

旬に入ってから25℃を越え，最高水温は8月 31日

の 26.1 ℃であり，27℃を越えることはなかった。

その後9月 1日に 24℃前後まで急低下したが9月

中旬までは25℃前後で推移し，それ以降は徐々に

低下して循環期に入り，3月上旬に最低水温である

11℃台まで低下した。水深35m層の水温は，成層期

において5m層の水温より約3℃低く推移し，この

傾向は8月下旬まで続き，最高水温は8月 31日の

25.5℃であった。その後短期的に変動を繰り返し，

10月以降は循環期となり5mとの水温差はほとんど

なくなり，3月上旬の最低水温期（水温11℃台）ま

で徐々に水温が低下した。

1.2.2　１齢貝の生残率　

　Fig.III-3に水深 5，15，25，35m層に垂下した5

段丸籠に収容された1齢貝の生残率を示した。籠各

段の収容密度の違いによる生残率は試験期間を通じ

て一定の傾向が観察されなかったため，1籠に収容

されている39個体全体の生残率を表した。月毎に

全ての垂下層を平均した生残率は，8月には84％と

高かったが9月から11月にかけては70％台，12月

から3月にかけては60％台に低下した。

　また垂下層別の生残率は，35m層が 8月にすでに

61.5％と低くなっており，そのまま低い値が続いて

最終的に翌年3月に 53.8％と各層で最も低くなっ

た。一方，25m層では試験期間中80％以上であり生

残率が最も高かった。この原因として，35m層に垂

下した籠では籠の下段が海底に近接しており，底泥

の影響により下段に収容された貝の斃死が増加した

ためと考えられる。また，5m，15m層では 11月頃

より収容されていた貝に付着物が著しく多くなり，

翌年3月の生残率はそれぞれ64.1 ％，66.7％であっ

た。

1.2.3　１齢貝の成熟度

　Fig.III-4 に 5，15，25，35m の各水深に垂下し

た1齢貝の，1987年 8月から 1988年 3月までの成

熟度指数の月毎の変化を示した。月毎に全ての垂下

層を平均した成熟度指数（以下平均成熟度指数と略

す）は，8月に 1.85，9月には 2.44 とわずかな上

昇であったが，卵巣の色調は，すでに薄橙色の個体

が約20％観察され，濃橙色の個体もみられた｡平

均成熟度指数は10月には7.17，11月には10.88と

大きく上昇し，11月には生殖巣の色調・大きさか

ら，すでに産卵を行ったと思われる個体も観察され

た｡12月には平均成熟度指数は11.23と最も高くな

り，2月には5.8と急激に低くなった｡すなわち産

卵は11月から始まり12月および1月が盛期であっ

たと推定された。

　また垂下層別に成熟度指数を観察すると，水深

5m層では 11月に成熟度指数が 11と最も高く，12

月から 1月にかけて 9から 10.5で推移し，2月に

は7.2まで低下した。水深15m層および25m層では，

11月には11.0から 11.4となり，12月に 11.7から

12.7と5m層より約1ヶ月遅れて最も高くなった後，

1月には9.9から10.4と低下が始まり，2月には5.5

から 5.9へと大きく低下した。水深35m層では，成

熟度指数の変化が他の垂下層のように明確ではな

く，11月から 1月にかけて9.1から 10.0の間で推

移し，2月に4.9へ低下した。すなわち，各垂下層

別には水深が浅いほど成熟度指数が早期に最大とな

る傾向があったが，1月から2月には各層とも大き

く指数値が低下した。

1.2.4　浮遊幼生の出現状況　

　Fig.III-5 に 1987 年 11 月 26 日から 1988 年 3月

15日にかけての浦郷湾内の浮遊幼生の水平分布を

採集日毎に示した。また，Fig.III-6に各採集日に

得られた浮遊幼生の変態期と殻頂期の割合を示し

た。

　浮遊幼生は11月下旬には出現が観察され，12月

9日には浦郷湾西側の3定点に，12月 15日には全

点に出現し，定点1，2で出現密度が高かった。平

均出現密度は12月 9日に 0.4個体 /m3，12月 15日

に 1.1個体 /m3 であった。変態期幼生の占める割合

は，12月 9日に15 ％，12月 15日に 38％であった。

12月 21日から 1月 12日にかけては散発的に低密
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度で出現したが，1月 19日から 2月 2日にかけて

は再び全点に出現し，1月 19日には定点2で，2月

2日には定点1で出現密度が高かった。平均出現密

度は 1月 19 日に 0.9 個体 /m3，1月 26 日に 0.4 個

体 /m3，2月 2日に 1.2 個体 /m3 であった。変態期

幼生の占める割合は1月 19日に 65％，1月 26日に

71％，2月 2日に12 ％であった。

　すなわち，浮遊幼生の出現には11月 26日から翌

年3月 15日にかけて2回のピークが観察された。1

回目のピークは12月 9日から15日であり，2回目

は1月 19日から 2月 2日であった。また，同時期

には変態期幼生も出現し，2回目のピーク時の方が

浮遊幼生中に占める割合が高い傾向であった。

　

1.2.5　付着稚貝の出現状況　　

　採苗器を1987年 11月から 1988年 2月にかけて

毎月垂下し，約1ヶ月後に回収して稚貝数を計測し

た結果，および同時期に垂下し，6月に一斉に回収

して稚貝数を計測した結果をTable III-2に示した。

　採苗器を1987年 11月から 1988年 2月にかけて

毎月垂下し，約1ヶ月後に回収して稚貝数を計測し

たところ，11月 9日から 12月 15日には計 38個，

12月 15日から 1月 12日には計 6個，1月 12日か

ら 2月 16 日には計 355 個，2月 16 日から 3月 10

日には計 19個と，1月から 2月の間垂下した採苗

器から最も多くの稚貝が得られた｡

　稚貝の殻長は，11月から12月の平均が1,163µm，

12月から1月は欠測，1月から2月の平均が1,111µm，

2月から3月の平均が822µmと，垂下時期が早いほ

ど大きかった｡

　また，1987 年 11月から 1988 年 2月にかけて毎

月垂下し，6月に回収して稚貝数を計測したところ，

11月から6月で計349個，12月から6月で計1,075個，

1月から6月で計549個，2月から6月で計65個の

稚貝が得られ，12月から 6月まで設置した採苗器

で最も多くの稚貝が採集され，1月から6月まで設

置した採苗器がそれに次いだ。11月に垂下した採

苗器の付着稚貝数が少なかったのは，12月の幼生

が多く出現した時に採苗袋が付着に適さない状態に

なっていたか，設置期間が最も長かったので採苗器

の目詰まりが起こり，付着した稚貝が斃死したため

と考えられる｡ 

　 なお，付着した稚貝の平均殻長は，11月から6

月まで設置した採苗器で21.1mm，12月から 6月ま

で設置した採苗器で19.5mm，1月から6月まで設置

した採苗器で17.3mm，2月から6月まで設置した採

苗器で17.4mmと設置期間が長いほど大型であった｡

　稚貝の付着状況から推定すると，付着は1月 12

日から2月 16日にかけて最も多く，次いで11月 9

日から12月 15日にかけて多かったと考えられる｡

1.3　考察

1.3.1　母貝の適正垂下水深   

　イタヤガイは水温27℃以上で斃死が多くなると

報告されており17)，母貝集団を造成するときに高水

温は1齢貝の生残率を低下させ，集団を十分機能さ

せるための阻害要因となる。本試験期間中1齢貝は，

25m層が最も生残率が高かったが 5m層および 15m

層においても最終的に60％以上となり比較的高い

値となった。この原因は1987年夏期が比較的低水

温であったためと考えられた。しかし，垂下水深

5mおよび 15m層では 11月以降付着物が多くなり，

貝殻の変形などの母貝への悪影響が見られたが，

25m層では年間を通して付着物もあまりみられず，

産卵を終了するまでの生残率は最終的に80％以上

と高い値が得られた。また，籠各段の収容密度の違

いによる生残率は試験期間を通じて一定の傾向が観

察されなかった。以上の結果から母貝集団造成には

1齢貝を 5段丸籠の1段当たりの収容密度を15個

以下とし，水深20mから 30mに垂下することにより，

水温や付着物の影響が小さく，産卵期までの生残り

が良くなると考えられる。

1.3.2　母貝の再生産 

 　調査結果によれば，1齢貝は11月 9日に既に産

卵を行った個体が観察され，2月 16日には成熟度

指数が3月と同様の低い値になっていたことから，

産卵期は11月上旬から翌年2月上旬と考えられた。

また，12月 15日に成熟度指数が最も高く，翌年1

月 12日にやや低下し，2月 16日には低い値となっ

たことから，産卵盛期は12月下旬から1月下旬と

考えられた。

　産卵から付着まで冬期の現場水温で飼育した記録

はないが，水温17℃から18℃で飼育した場合21日

前後で付着サイズとなったとの記録44)があるため，

この値を参考に1齢貝の産卵期から変態期幼生の出

現時期を推定した。

　産卵期は11月上旬から2月上旬と推定されるた

め，便宜上，上旬の基準日を5日と定め，浮遊期

間の21日を加えると変態期幼生の出現時期は11月
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26日から翌年2月 26日と算出される。また，産卵

盛期は12月下旬から翌年1月下旬と推定されるた

め，下旬の基準日を便宜上25日と定め，浮遊期間

を加えると，変態期幼生の出現時期は1月 16日か

ら2月 16日と計算される。

　一方，湾内の浮遊幼生の出現には12月 9日から

12月 15日の小さいピークと翌年 1月 19日から 2

月 2日までの大きいピークがあり，後期には変態期

幼生も多く出現し,1齢貝の成熟度から推定した変

態期幼生の出現時期とほぼ一致する。さらに，付着

稚貝を1ヶ月ごとに取り上げた結果では, 1月 12

日から 2月 16日まで垂下した採苗器で付着が最も

多く，11月 9日から 12月 15日まで垂下した採苗

器がそれに次ぎ，浮遊幼生の出現状況とほぼ一致し

た。

　以上のように1齢貝の成熟・産卵状況と浮遊幼生

出現状況，稚貝の付着状況が関連づけられた。また，

Table III-3に示すように1986年から 1988年にか

けて島根県が行った採苗量調査91)によれば，島前地

域の外海に面した採苗場所と浦郷湾を含む島前湾に

面した採苗場所における稚貝の採苗量は，島前湾内

の浦郷付近で1988年に顕著に増加していた。

　このことから，今回造成した母貝集団由来の稚貝

が同区域の天然採苗量の増加に寄与していたと推測

される。

　久保ら92)は浦郷湾の流況調査を行い，湾口付近に

形成される循環流の影響が大きく，湾口から1km程

度は海水交換が極めて良いことが窺われること，ま

た，湾奥域では風，気圧変動，内部波など何らかの

原因で時として比較的大きな流動が生じ，湾奥の海

水が大きく更新されることを報告している。流動の

影響を最も大きく受けるステージは浮遊幼生である

と考えられる。調査期間を通じて浮遊幼生は海水交

換の良い湾口部付近の定点での出現頻度が高かっ

た。この区域では循環流による海水の持ち出しとと

もに持ち出された海水の環流も想定されているた

め，いったん湾外に持ち出された母貝集団由来の幼

生は再び湾内に戻ってくる。しかし，母貝集団由来

の幼生とともに天然母貝由来の幼生も湾内に流入し

てくると考えられることから92)，湾口付近の定点に

出現した幼生のうち母貝集団由来の幼生が占める割

合は推定できなかった。また，産卵期間から推定し

て出現が期待された2月中・下旬に浮遊幼生群が出

現しなかったが，この原因として湾内に時として生

じる大きな流動の影響により湾外に搬出された可能

性も考えられる。

 　今回の調査では，人為的に形成した母貝集団由

来と考えられる浮遊幼生が湾内に出現し，稚貝の天

然採苗量の増加に寄与していると推定された。しか

し，従来から養殖用に採取されている，天然海域に

生息する母貝に由来すると考えられる稚貝がどの程

度混入しているか推定できなかったため，人為的に

造成した1万個体規模の母貝集団から生産された稚

貝量の推定はできなかった。

　浦郷湾を含む島前海域では1980年から1988年に

かけて毎年16万枚から80万枚のイタヤガイを養殖

し，天然採苗後10ヶ月から 1年半の間で殻長8cm

以上に成長した0齢貝や1齢貝を順に出荷していた。

しかしFig. III-7に示すように，1980年から1988

年までの島前海域の養殖イタヤガイの年間生産量

と，それらの貝に由来すると考えられる同年の稚貝

天然採苗量との間には相関があまり見られないこ

と，また天然採苗された貝の最初の産卵期は翌年4

月から6月にかけてとされているが93)，その時期に

は天然採苗がほとんど期待できなかったことから
94)，漁業者が養殖していたイタヤガイは母貝集団と

してはほとんど機能していなかったと考えられる。

２　まとめ

　母貝集団造成には1齢貝を5段丸籠の1段当たり

の収容密度を15個以下とし，水深20mから 30mに

垂下することにより，水温や付着物の影響が小さく，

産卵期までの生残りが良くなると考えられる。

　また，今回の調査では，人為的に造成した母貝集

団由来と考えられる浮遊幼生が湾内に出現し，稚貝

の天然採苗量の増加に寄与していると推定された。

しかし，従来から養殖用に採取されている，天然海

域に生息する母貝に由来すると考えられる稚貝がど

の程度混入しているか推定できなかったため，人為

的に形成した1万個規模の母貝集団から生産された

稚貝量の推定はできなかった。

　以上より，イタヤガイ母貝の越夏場所としては水

深20m～ 30mが適当であることが分かった。また，

湾内に母貝集団を造成することで天然採苗量が増加

したことから，母貝集団の造成が天然採苗に有効で

あることが分かった。
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